
お届け先住所と異なる宛名を表示する場合の入力について

　本来は、お届け先の住所と宛名が一致することが原則です。

　やむを得ず、次の例のような状況が生じた場合は、下記の記載に従ってください。

　例：宛名（ご注文者）は青年会議所様をご希望で、個人宅(または会社）あてにお届けの場合

　　　 宛名欄　→　青年会議所様名を入力

　　　 住所欄　→　お届け先の個人宅(または会社）のご住所　
　　　 　　　　　　　 宛名と不一致の場合は、住所欄の最後に　個人(または会社）様方　と加えて入力する。

　　　※　配達員は、基本的に建物に表記された「表札ないし、企業の看板と一致した宛先」にしか、
　　　　　 配達をいたしません。
　　　　　 住所が個人宅や会社、宛名が青年会議所様名(不一致の状態）ですと、あて先不明とみなされます。
　　　　　 宛名が協議会様名で、お届け先がLOM様でも同様にあて先不明とみなされる場合があります。

お届け先入力画面

お届け先の住所と宛名が一致することが原則です。
何らかの事情で、やむを得ず、宛名が

お届け先の表札や看板と異なる場合は、

住所欄の最後に必ず、表札などの表記がある個人名・会社名を明記し、
様方をつけてご入力ください。

配送伝票

◎ 宛先と住所が一致している場合は、「～～様方」の表記は不要です。

◎ 上記配送伝票は、クレジットカード・銀行振込決済の場合の伝票です。代金引換はレイアウトが異なりますが、

　　住所・宛名の記載ルールは共通です。

→ 会議所様名を入力した

い 

→ 住所はお届け先の個人宅(または会社）の住所を入力 

→ 【重要】 

  住所の最後に、 

  お届け先の個人名 

  (または会社名）を 

  ～様方 で入力 

→配達先 


